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　１０１０月月１０１０日、昨年ノーベル化学賞を受賞された下村脩博士御夫妻をお招きし、式典と表彰式を行いま日、昨年ノーベル化学賞を受賞された下村脩博士御夫妻をお招きし、式典と表彰式を行いま
した。下村脩グランプリ表彰式では、入賞した児童・生徒らに表彰状などが贈られました。グランプした。下村脩グランプリ表彰式では、入賞した児童・生徒らに表彰状などが贈られました。グランプ
リと準グランプリに輝いた児童・生徒は、下村脩博士から手渡しでサイン入りのポスターをプレゼンリと準グランプリに輝いた児童・生徒は、下村脩博士から手渡しでサイン入りのポスターをプレゼン
トされ感激していました。トされ感激していました。

平成
21（2009）年

11 1

ようこそ！ 下   村   脩 博士
しも むら 　おさむ

10
10

災害に強いまちに 

名誉市民顕彰式典・記念スピーチ
下村脩グランプリ表彰式

▲下村脩グランプリで入賞し表彰式に出席された皆さん。福知山市名誉市民下村脩博士、明美夫人を囲んで。
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ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
任
意
接
種
で
す

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
優
先
接
種
対
象
の
皆
さ
ん
す
べ
て
に

接
種
義
務
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
希
望
者

の
み
接
種
が
で
き
る
任
意
接
種
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・
安
全
性

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
重
症

化
や
発
症
予
防
の
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、

感
染
防
止
の
効
果
が
保
証
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
極
め
て
ま
れ
に
、

 
重  
篤 
な
副
作
用
も
起
こ
り
え
ま
す
。

じ
ゅ
う 
と
く

　

優
先
接
種
対
象
者
に
接
種
す
る
国
内
製

造
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
は
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
同
程
度
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
優
先
接
種
対
象
者
以

外
の
人
に
は
、
輸
入
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
輸
入
ワ
ク
チ
ン
は

未
知
の
要
素
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
安

全
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
の
接
種
に
な
り
ま

す
。

接
種
受
託
医
療
機
関
／
３
ペ
ー
ジ
の
表

※
府
内
の
接
種
受
託
医
療
機
関
は
、
京
都

健
康
医
療
よ
ろ
ず
ネ
ッ
ト
で
検
索
が
で

き
ま
す
。

接
種
の
予
約
／
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

市
内
の
受
託
医
療
機
関
一
覧
表
以
外
に

も
、
か
か
り
つ
け
医
で
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

で
き
る
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
。

　

基
礎
疾
患
の
あ
る
人
は
優
先
接
種
の
対

象
に
な
る
か
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

接
種
費
用
／
６
１
５
０
円
（
１
回
目
３
６

０
０
円
、
２
回
目
２
５
５
０
円
）

※
た
だ
し
、
１
回
目
と
異
な
る
医
療
機
関

で
接
種
す
る
場
合
は
、
２
回
目
は
３
６

０
０
円
に
な
り
ま
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯

の
人
は
、
無
料
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

最
寄
り
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数
／
２
回

※
今
後
、
対
象
者
の
一
部
は
１
回
に
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

予
防
接
種
相
談
窓
口

■
健
康
推
進
室
（
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）（
℡　

‐
２
７
８
８　
　
　

‐
５

２３

２３

９
９
８
）

受
付
／
平
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時　

分
１５

■
京
都
府
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
イ
ン
フ 

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
５
４
０
０

　
　

０
７
５
‐
４
１
４
‐
５
９
２
２
）

受
付

　

平
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

３０

■
京
都
府
中
丹
西
保
健
所

（
℡　

‐
６
３
８
１　
　
　

‐
０
４
２
９
）

２２

２２

受
付
／
平
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時　

分
１５

　新型インフルエンザワクチンは、当面提供できるワクチン量に限りが
あるため、死亡や重症化のリスクが高い人を優先することが基本方針と
されています。開始時期を目安に、まずかかりつけ医に相談してください。

新型インフルエンザワクチンの新型インフルエンザワクチンの　
接種が始まります　　　　　　　接種が始まります

受診時の必要書類優先接種対象者開始時期の目安

母子健康手帳

▲

妊婦

１１月 初 中 旬 ～
被保険者証、特定疾患
受給者証、小児慢性特
定疾患受給者証、優先
接種対象者証明書など

▲

基礎疾患を有する人（慢性呼吸器疾患、慢性心疾患、慢性腎疾患、
慢性肝疾患、神経疾患・神経筋疾患、血液疾患、糖尿病、疾患や治
療に伴う免疫抑制状態、小児科領域の慢性疾患があり、優先対象者
基準を満たす人）※まずはかかりつけ医に相談してください。

被保険者証

▲

１歳～小学校３年に相当する年齢の小児１２ 月 後 半 ～

被保険者証、母子健康
手帳、優先接種対象者
証明書

▲

１歳未満の小児の保護者▲

優先接種対象者のうち、身体上の都合により予防接種を受けられ
ない人の保護者

平成２２年１月以降
被保険者証、高校生は
学生証

▲

小学校 4～ 6年生、中学生、高校生に相当する年齢の人

▲

高齢者（65歳以上、基礎疾患を有する人を除く）

※開始時期は変更になる可能性がありますので、最新の情報を確認してください。

優先接種対象者と接種スケジュール
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特集①　新型インフルエンザワクチンの接種が始まります
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　消防署への緊急通報は、ご家庭や事業所などの固定電話や携帯電話などから局番なしの１１９を
ダイヤルすると、管轄の消防署へつながります。（携帯電話などの場合は、管轄の消防署につ
ながらない場合があります）
　１１９番通報は、緊急で１秒でも早い助けを必要としている人にとって、とても重要な通報手段
です。しかし近年、問い合わせや、いたずらの１１９番通報が増えています。

　たとえば ･･･
　 ▼問い合わせ
　　「今、消防車がサイレンを鳴らして走っていったけど、どこが火事ですか」
　　「知り合いが救急車で運ばれたんだけど、病院はどこ」
　　「今の時間診てもらえる病院はどこ」
　 ▼うそ・いたずら
　 ▼タクシー代わり
　　「今日は、病院の診察日なんで、○○病院まで送ってください」

　消防署がこのような問い合わせや、いたずらの１１９番通報を受信して通話を続けていると、本
当に助けを必要としている人の１１９番通報が、消防署につながらなくなります。
　これは、他人事ではありません。あなたやあなたの大切な人が１秒でも早い助けが必要な時に、
１１９番通報がつながらないことを意味しています。１１９番通報の適正な利用にご協力をお願いし
ます。間違えて１１９番につながった時は、「間違いです」と言ってください。
　火災や救助で消防車が出動した時や休日の病院案内は、消防テレホンガイド（℡ ２３-２２１１）を
ご利用ください。
　そのほかの問い合わせは、消防署（℡ ２２-０１１９）へおかけください。
■消防署通信指令室（℡ ２２ - ０１１９）

所在地（電話番号）医療機関名所在地（電話番号）医療機関名
河守（56-0138）新 大 江 病 院上新町（22-3695）足 立 医 院
井田（37-0020）@ 尾 医 院陵北町（24-5136）いなば内科クリニック
岡ノ一町（23-3676）竹 内 医 院西佳屋野町（27-7933）岩 坪 医 院
西本町（23-6115）土 佐 医 院西本町（22-4319）岡 本 産 婦 人 科
直見（38-1017）なかじ医院上夜久野診療所内記五丁目（22-2984）岡 村 医 院
中ノ（25-3125）こどもクリニックにっしんどう西平野町（27-6011）尾 立 内 科 医 院
蛇ケ端（22-3576）人 見 医 院野間仁田（27-4150）尾 立 内 科 中 六 分 院
上篠尾二区（25-3300）福 井 内 科 医 院上野条（36-0290）金 山 診 療 所
厚中問屋町（22-2101）福 知 山 市 民 病 院西佳屋野町（27-8020）か や の 医 院
上篠尾（25-2581）藤 原 小 児 科 医 院野花（33-3670）川 口 診 療 所
南栄町（22-4578）古 川 医 院西岡町（22-2947）木 村 外 科 医 院
東本町（22-2887）本 町 医 院水内（22-2257）外 賀 婦 人 科 医 院
内記五丁目（23-4881）牧 整 形 外 科 医 院西本町（22-3550）京 都 ル ネ ス 病 院
和久市町（23-8250）松 木 医 院上川合（58-2151）川 合 診 療 所
内記三丁目（22-2889）松山内科循環器科医院菟原中（58-2182）菟 原 診 療 所
一ノ宮（33-2182）三 岳 診 療 所雲原（36-0011）雲 原 診 療 所
東中ノ町（22-2539）六 車 医 院南栄町（22-2286）越 山 医 院
東本町（23-1368）吉 川 医 院昭和新町（23-8746）ゴトウ耳鼻咽喉科医院
南岡町（23-1763）頼 田 内 科 医 院猪崎（23-7715）小 山 医 院
牧（33-3810）渡 辺 医 院 牧 診 療 所大池坂町（27-0101）柴 田 医 院

■西部保健福祉センター（℡ ３７ - １２３４）
■北部保健福祉センター（℡ ５６ - ２６２０）

■中央保健福祉センター（℡ ２３ - ２７８８）
■東部保健福祉センター（℡ ５８ - ２０９０）

新型インフルエンザワクチン接種受託医療機関一覧表（市内）
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ハ
ガ
キ
な
ど
に
よ
る
架
空
請
求　
　
　
　

　
「
民
事
訴

訟
裁
判
告

知
」「
最
終
通

告
」
な
ど
と

書
か
れ
た
文

書
が
突
然
送

ら
れ
て
き
ま

す
。
以
前
利

用
し
た
「
情

報
通
信
料
金
未
納
分
」
に
つ
い
て
、
利
用

し
た
通
信
会
社
か
ら
依
頼
を
受
け
た
の
で
、

至
急
連
絡
せ
よ
と
あ
り
ま
す
。
電
子
消
費

者
契
約
民
法
特
例
法
上
の
法
務
省
認
可
通

達
書
で
あ
る
の
で
、
連
絡
し
な
い
場
合
は

指
定
裁
判
所
へ
出
廷
と
な
り
、
給
与
や
動

産
物
差
し
押
さ
え
を
強
制
執
行
す
る
、
な

ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
の
問
題
点

　

他
人
の
債
権
を
回
収
で
き
る
の
は
、
弁

護
士
と
、
法
務
省
の
許
可
を
受
け
た
株
式

会
社
だ
け
で
す
。
さ
ら
に
、
法
務
省
の
許

可
を
受
け
た
株
式
会
社
が
回
収
で
き
る
債

権
は
限
ら
れ
て
お
り
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

な
ど
の
通
信
料
金
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
電
子
消
費
者
契
約
民
法
特
例
法

と
い
う
法
律
も
、
法
務
省
許
可
通
達
書
と

い
う
文
書
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

連
絡
し
な
い
だ
け
で
裁
判
所
へ
の
出
廷

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
理
由
も

な
く
強
制
執
行
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

対
処
法
は

　

受
け
取
っ
た
人
の
中
に
は
、
過
去
に
自

分
が
利
用
し
た
別
事
業
者
の
も
の
と
勘
違

い
し
て
支
払
っ
て
し
ま
う
人
も
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
心
理
に
つ
け
こ
ん

だ
悪
質
な
手
口
で
す
。

　

相
手
に
連
絡
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
個

人
情
報
を
教
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
の
で
、
絶
対
に
連
絡
を
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
メ
ー
ル
に
よ
る
架
空
請
求　
　
　
　

　

知
ら
な
い
ア
ド
レ
ス
か
ら
「
民
事
訴
訟

裁
判
告
知
」「
最
終
通
告
」
な
ど
と
書
か
れ

た
メ
ー
ル
が
突
然
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
連

絡
な
き
場
合
は
、
当
社
独
自
の
方
法
で
身

辺
の
調
査
を
し
て
、
強
制
的
に
自
宅
ま
た

は
勤
務
先
に
取
り
立
て
に
行
く
、
な
ど
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
の
問
題
点

　

相
手
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
の
み
で
す
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

だ
け
で
は
、
独
自
の
方
法
を
用
い
て
も
住

所
や
名
前
を
つ
き
と
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

強
制
的
に
お
金
を
取
り
立
て
る
た
め
に

は
、
裁
判
な
ど
で
債
権
を
確
定
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
勝
手
に
取
り
立
て
る
こ
と

は
、
恐
喝
罪
や
住
居
侵
入
罪
に
問
わ
れ
ま

す
。

対
処
法
は

　

大
至
急
連
絡
し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に

な
る
、
と
あ
わ
て
て
連
絡
す
る
こ
と
は
、

相
手
の
思
う
つ
ぼ
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
メ
ー
ル
に
よ
る
架
空
請
求

　

利
用
し
た
覚
え
が
な
い
携
帯
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
や
債
権
な
ど
を
請
求
す
る
封

書
や
メ
ー
ル
が
突
然
届
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

数
年
前
、爆
発
的
に
発
生
し
た
架
空
請
求
ハ
ガ
キ
だ
け
で
な
く
、形
を
変
え
て
電

子
メ
ー
ル
、封
書
や
電
報
な
ど
で
届
く
と
い
う
事
例
が
、全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
自
分
の
と
こ
ろ
に
そ
ん
な
通
知
が
届
い
た
ら
、あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

　

架
空
請
求
の
手
口
を
知
り
、振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
生
活
交
通
課
（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

登録完了 

しました
 

￥88,8
88

最終通告 

・・・・・・・・
・・・ 

・・・・・・・・
・・・・・・ 

・・・・・・・・
・・ 

・・・・・・・・
・・・・ 

・・・・・・・・
・・・・ 

・・・・・・・・
・・・・･･ 

支払督促状 
・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・･･ 

支払督促状 

・・・・・・・・
・・・ 

・・・・・・・・
・・・・・・ 

・・・・・・・・
・・ 

・・・・・・・・
・・・・ 

・・・・・・・・
・・・・ 

・・・・・・・・
・・・・･･ 

支払督促状 ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・･･ 

最終通告 
・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・ 
･・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・ 

ど
う
す
れ
ば
い
い
？　

多
発
す
る
架
空
請
求
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は
、
あ
な
た
を
特
定
し
て
送
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
不
特
定
多
数
に
一
斉
に
送
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
返
信
す
る

こ
と
で
、
反
応
が
あ
っ
た
相
手
と
し
て
認

識
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
絶
対
に
連

絡
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

簡
易
メ
ー
ル
に
よ
る
架
空
請
求　
　
　
　

　

知
ら
な
い

電
話
番
号
か

ら
シ
ョ
ー
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
・

い
わ
ゆ
る
簡

易
メ
ー
ル
）

が
届
き
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
携
帯
端
末
で
以
前

登
録
し
た
サ
イ
ト
の
退
会
処
理
が
さ
れ
て

お
ら
ず
、
登
録
料
金
が
発
生
し
て
未
納
の

ま
ま
長
期
放
置
さ
れ
て
い
る
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
通
達
が
届
い
て
か
ら
も
放
置
を
続
け

る
と
、
許
可
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
認
証
事
業
者

セ
ン
タ
ー
を
介
し
て
発
信
者
端
末
電
子
名 

義
認
証
を
行
い
、
身
辺
調
査
を
行
っ
た
あ

と
、
自
宅
、
勤
務
先
、
第
三
者
な
ど
へ
の

調
査
を
行
う
、
な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
の
問
題
点

　

実
在
す
る
公
的
機
関
に
似
た
名
称
や
、

発
信
者
端
末
電
子
名
義
認
証
な
ど
と
、
い

か
に
も
あ
り
そ
う
な
言
葉
を
使
っ
て
相
手

を
ま
ど
わ
せ
る
手
口
で
す
。

　

携
帯
電
話
番
号
か
ら
相
手
が
特
定
で
き

て
い
る
か
の
よ
う
な
内
容
で
す
が
、
相
手

に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
電
話
番
号
の
み
で
、

住
所
や
名
前
な
ど
の
個
人
情
報
ま
で
が
知

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
処
法
は

　

な
ぜ
こ
ち
ら
の
電
話
番
号
が
知
ら
れ
て

し
ま
っ
た
の
か
と
不
安
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
相
手
は
適
当
な
電
話
番
号
か
ら
手
当

た
り
次
第
に
送
信
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
携
帯
メ
ー
ル
と
同
じ
く
、
不
特
定

多
数
に
送
信
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
個
人
を
特
定
さ
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

慌
て
ず
、
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無

視
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　

 

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
住
所　

http:
//

〜
か
ら
始
ま
り
ま
す
）
が
記
載
さ
れ
た

メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
た
際
に
、
う
っ
か

り
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
そ
の
時

無
料
消
費
生
活
相
談

〜
迷
わ
ず
、
早
め
に
相
談
を
！
〜

■
生
活
交
通
課
住
民
生
活
係

（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

■
三
和
支
所
地
域
振
興
係

（
℡　

‐
３
０
０
３
）

５８

■
夜
久
野
支
所
総
務
防
災
係

（
℡　

‐
１
１
０
１
）

３７

■
大
江
支
所
地
域
振
興
係

（
℡　

‐
１
１
０
２
）

５６

■
福
知
山
警
察
署
（
℡　

‐
０
１
１
０
）

２２

■
中
丹
広
域
振
興
局

（
℡
０
７
７
３
‐　

‐
２
５
０
６
）

６２

■
京
都
府
消
費
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
７
５
‐
６
７
１
‐
０
０
０
４
）

困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口　
　
　
　
　
　

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
や
住
宅
敷
金
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
く
ら
し
の
中
の
困
り
ご
と
を
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

▼
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

点
で
相
手
に
携
帯
番
号
が
把
握
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
見
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
に
記

載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
は
不
用
意
に
ア

ク
セ
ス
し
な
い
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
／
市
民
相
談
室
（
市
役
所
１
階
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

消
費
生
活
出
張
講
座

対
象
／
公
民
館
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
、
女
性
グ
ル
ー
プ
な
ど

申
込
方
法
／
電
話
で
生
活
交
通
課
住
民
生

活
係
（
℡　

‐
７
０
２
０
）
ま
で
。

２４

受信メール 

・・・ 
・・・ 

・・・・・・・・・・ 
・・/・・/・・ 

・・・・・・・・・・ 

支
払
義
務
が
な
い
請
求
に
は
、
応
じ
な
い
。

相
手
に
し
な
い
。
個
人
情
報
は
教
え
な
い
。

くらし・健康・はばたきフェスタ２００９
　「 男  女 に楽しく生きるために～知る・考える・選ぶ・

と も

行動する～」をテーマに、くらしに関するさまざま

な情報と市民交流の場を提供します。

と　き／１１月２９日（日）午前９時４０分～

ところ／厚生会館（西中ノ町）

内　容／手づくり体験・健康・環境などの各コーナー、

そのほかステージ発表など

特集②　どうすればいい ?　多発する架空請求
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下村脩博士 下村脩博士 下村脩博士 

2008年 ノーベル化学賞受賞 
しも むら おさむ 

76年ぶりに 
生まれ故郷に 
76年ぶりに 
生まれ故郷に 

①市役所玄関前で松山市長の出迎え。 
②寄せられたメッセージをご覧に。 
③記念品に笑顔がこぼれる御夫妻。 
　（丹波漆椀・丹後和紙レターセット） 
④生誕の地・岡ノを歩かれる。 
⑤手形瓦の作製に協力していただく。 
⑥グランプリ最終審査の模様。 

▲下村脩博士からトロフィーを授与 

佐藤勇樹さん（昭和小学校６年）
「ぼくの住む町の川の水調べ 

弘法川はきれい？」 

さ とう ゆう き 

児
童
科
学
館
に
展
示
コ
ー
ナ
ー 

　
「
下
村
脩
博
士
展
示
コ
ー
ナ
ー
」

（
常
設
）
を
、
児
童
科
学
館
内

に
設
け
ま
し
た
。 

　
下
村
博
士
の
生
い
立
ち
、
研

究
内
容
な
ど
を
写
真
や
オ
ワ
ン

ク
ラ
ゲ
の
映
像
と
共
に
展
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｆ
Ｐ
（
緑

色
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
）
や
イ
ク

オ
リ
ン
（
発
光
タ
ン
パ
ク
質
）

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
ま
す
。 

開
館
時
間
／
午
前
９
時 

　
　
　
　
　
〜
午
後
５
時 

休
館
日
／
毎
週
水
曜
日 

℡
２３
‐
６
２
９
２ 

①

②

③

④

⑤

⑥

①

②

⑤

⑥

しも むら おさむ 

76年ぶりに 
生まれ故郷に 

芦田幸太さん（大正小学校６年）
「いちばん強いのはどの形」

　田みなみさん（南陵中学校１年）
「汚れ落としの実験」 

あし だ こう た 

せ た 

2008年 ノーベル化学賞受賞 2008年 ノーベル化学賞受賞 

　本年１月に５人目の名誉市民となられた下村脩博士が妻の明美さんと
一緒に、１０月９日・１０日の２日間、福知山市を訪問されました。 
　初日は、市役所を表敬訪問された後、生誕の地や児童科学館に新設し
た展示コーナーなどをご覧になりました。 
　２日目は、厚生会館で開催した「福知山市名誉市民顕彰式典・記念ス
ピーチ・下村脩グランプリ表彰式」に出席していただきました。 
　記念スピーチでは、スライドを使ってユーモアを交じえながら御自身
の体験を紹介され、「解らないことを解ろうとする努力が大切。壁にぶ
つかっても決してあきらめずに」と語りかけていただきました。 
　ほんの少しですが、ノーベル賞が身近に感じられる一時となりました。 
　下村博士、夢と感動をありがとうございました。 

　本年１月に５人目の名誉市民となられた下村脩博士が妻の明美さんと
一緒に、１０月９日・１０日の２日間、福知山市を訪問されました。 
　初日は、市役所を表敬訪問された後、生誕の地や児童科学館に新設し
た展示コーナーなどをご覧になりました。 
　２日目は、厚生会館で開催した「福知山市名誉市民顕彰式典・記念ス
ピーチ・下村脩グランプリ表彰式」に出席していただきました。 
　記念スピーチでは、スライドを使ってユーモアを交じえながら御自身
の体験を紹介され、「分からないことを分かろうとする努力が大切。壁
にぶつかっても決してあきらめずに」と語りかけていただきました。 
　ほんの少しですが、ノーベル賞が身近に感じられる一時となりました。 
　下村博士、夢と感動をありがとうございました。 
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平
成　

年
度
補
正
予
算　
　
　
　

２１

一
般
会
計

　

３
億
３
４
２
５
万
４
０
０
０
円

を
増
額
し
、
３
９
２
億
１
９
８
０

万
７
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

▼
道
路
・
河
川
・
公
営
住
宅
災
害

復
旧
事
業　
　

…
１
５
５
７
万
円

▼
緊
急
雇
用
特
別
対
策
事
業

　
　

…
２
０
７
６
万
３
０
０
０
円

▼
離
職
者
向
け
住
宅
手
当
緊
急
支

給
事
業
…
１
１
９
万
３
０
０
０
円

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　

…
５
０
０
万
円

▼
京
都
府
税
務
共
同
化
事
業

　
　
　

…
８
５
２
万
８
０
０
０
円

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備

事
業
…
１
５
５
９
万
２
０
０
０
円

▼
三
段
池
公
園
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー

ク
整
備
事
業　

…
２
５
６
４
万
円

▼
福
知
山
千
年
の
森
づ
く
り

（
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
）

　
　
　
　
　
　

…
１
３
０
０
万
円

▼
遷
喬
小
学
校
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　

…
１
４
５
０
万
円

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習
事
業

　
　
　

…
１
２
５
万
１
０
０
０
円

▼
民
間
保
育
所
整
備
事
業

　
　

…
２
８
９
３
万
５
０
０
０
円

▼
障
害
者
自
立
支
援
医
療
（
更
正

医
療
）
給
付
事
業

　
　

…
３
４
６
４
万
６
０
０
０
円

▼
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
施
設

整
備
補
助
金　

…
２
０
０
０
万
円

▼
環
境
パ
ー
ク
ご
み
焼
却
施
設
維

持
管
理
事
業　
　

…
６
７
０
万
円

▼
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
交
付
金　

…
６
６
０
万
円

▼
小
規
模
農
業
基
盤
整
備

　
　
　
　
　
　
　

…
６
２
０
万
円

▼
た
め
池
な
ど
農
地
災
害
危
機
管

理
対
策
事
業　
　

…
４
８
０
万
円

▼
街
路
事
業
（
寺
町
岡
篠
尾
線　

惇
明
工
区
）　
　

…
５
０
０
万
円

▼
南
天
田
団
地
建
替
事
業

　
　

…
２
５
３
６
万
８
０
０
０
円

▼
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
公

共
施
設
管
理
者
負
担
金

　
　
　
　
　
　

…
５
５
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

３
億
３
２
１
万
円
を
増
額
し
、

　

億
５
６
６
１
万
円
に
な
り
ま
し

８１た
。

▼
出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ

　
　
　

…
２
０
１
万
１
０
０
０
円

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
基
金
積
立

金　
　
　
　
　
　
　
　

…
３
億
円

▼
高
額
療
養
費
特
別
支
給
金

　
　
　

…
１
１
９
万
９
０
０
０
円

福
知
山
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計

　

正
明
寺
荒
河
線
道
路
築
造
工
事
、

街
区
整
地
工
事
、
物
件
移
転
の
保

障
を
行
う
た
め
、
５
５
０
０
万
円

を
増
額
し
、　

億
３
８
０
０
万
円

23

に
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

▼
保
険
事
業
勘
定

　

平
成　

年
度
決
算
黒
字
を
介
護

20

給
付
費
準
備
基
金
に
積
み
立
て
る

た
め
、
４
９
９
９
万
３
０
０
０
円

を
増
額
し
、　

億
６
１
２
８
万
５

61

０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

▼
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

　

平
成　

年
度
決
算
黒
字
を
介
護

20

サ
ー
ビ
ス
事
業
基
金
に
積
み
立
て

る
た
め
、
４
５
３
万
１
０
０
０
円

を
増
額
し
、
２
６
５
３
万
１
０
０

０
円
に
な
り
ま
し
た
。

条　
　

例（
一
部
改
正
）　　
　
　

▼
福
知
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例

▼
福
知
山
市
教
育
集
会
所
条
例

▼
福
知
山
市
自
転
車
等
駐
車
場
条

例▼
福
知
山
市
駅
前
広
場
条
例

▼
福
知
山
市
立
学
校
設
置
条
例

▼
福
知
山
市
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
施
設
条
例

そ 
の 
他　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て（
１
件
）

▼
和
解
に
つ
い
て

▼
損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て（
２

件
）

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

継
続
審
議

▼
平
成　

年
度
福
知
山
市
歳
入
歳

20

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（　

会
18

計
）

▼
平
成　

年
度
福
知
山
市
企
業
会

20

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
３
会

計
）

報　
　

告　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
継
続
費
精
算
書
の
報
告
に
つ
い

て▼
損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て

▼
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
に
つ
い

て人　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
公
平
委
員
の
選
任
に
同
意

　
 
蘆  
田  
勝  
己 
さ
ん（
大
門
・
再
任
）

あ
し 

だ 

か
つ 

み

▼
教
育
委
員
の
任
命
に
同
意

　
 
倉  
橋  　
  
彦 
さ
ん（
北
ニ
・
新
任
）

く
ら 
は
し 
の
り 
ひ
こ

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
同
意

　
 
高  
橋  
正  
雄 
さ
ん

た
か 
は
し 
ま
さ 

お

　
　
　
　
　
　
（
菟
原
中
・
再
任
）

　
 
衣  
川  
靖  
雄 
さ
ん（
山
中
・
新
任
）

き
ぬ 
が
わ 
や
す 

お

▼
京
都
地
方
税
機
構
議
会
議
員

　
 
木  
戸  
正  　
 
さ
ん

き 

ど 

ま
さ 
た
か

　９月定例市議会が、９月７日から９
月３０日まで開かれました。
　この市議会に、市では７億４６９８万８０００
円を補正し、全会計の総額を８０８億３１７６
万６０００円とする補正予算、条例の一部
改正など、あわせて２２議案を提案。継
続審議となった２議案を除く２０議案が
原案どおり可決されました。
　おもな内容をお知らせします。

９月定例市議会
平成 21年度一般会計補正
予算など 下村脩博士 下村脩博士 

2008年 ノーベル化学賞受賞 
しも むら おさむ 

76年ぶりに 
生まれ故郷に 
76年ぶりに 
生まれ故郷に 

①

②

⑤

⑥

2008年 ノーベル化学賞受賞 

　本年１月に５人目の名誉市民となられた下村脩博士が妻の明美さんと
一緒に、１０月９日・１０日の２日間、福知山市を訪問されました。 
　初日は、市役所を表敬訪問された後、生誕の地や児童科学館に新設し
た展示コーナーなどをご覧になりました。 
　２日目は、厚生会館で開催した「福知山市名誉市民顕彰式典・記念ス
ピーチ・下村脩グランプリ表彰式」に出席していただきました。 
　記念スピーチでは、スライドを使ってユーモアを交じえながら御自身
の体験を紹介され、「解らないことを解ろうとする努力が大切。壁にぶ
つかっても決してあきらめずに」と語りかけていただきました。 
　ほんの少しですが、ノーベル賞が身近に感じられる一時となりました。 
　下村博士、夢と感動をありがとうございました。 
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「
ｅ－

ふ
く
ち
や
ま
」
に
係
る
有

線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
加
入
金

と
使
用
料
が
、
決
ま
り
ま
し
た
。

加
入
金
／
２
１
０
０
円

（
消
費
税
相
当
額
を
含
む
）

使
用
料
／
６
３
０
０
円
（
年
額
）

（
消
費
税
相
当
額
を
含
む
）

※
徴
収
方
法
・
時
期
な
ど
に
つ
い

て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
情
報
推
進
課
地
域
情
報
係

（
℡　

‐
７
０
６
０
）

２４

国
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す

　

共
同
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
）
内
の
共
同
受
信
施
設
や
、

建
物
な
ど
に
よ
る
受
信
障
害
対
策

と
し
て
設
置
さ
れ
た
共
同
受
信
施

設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
し
て

助
成
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

要
件

▼
１
世
帯
あ
た
り
３
万
５
０
０
０

円
以
上
の
経
費
負
担
が
あ
る
。

※
国
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
所

有
す
る
共
同
受
診
施
設
は
助
成

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼
ア
ナ
ロ
グ
共
同
受
信
施
設
を
デ

ジ
タ
ル
化
改
修
す
る
よ
り
も
、
民

間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
ほ
う
が
安

価
な
場
合
は
、
民
間
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
加
入
に
必
要
な
経
費
も
助
成

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
毎
月
の
利
用
料
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

助
成
を
受
け
る
に
は　
　
　
　
　

　

改
修
工
事
を
す
る
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
の
締
切

▼
共
同
住
宅
の
共
同
受
信
施
設
デ

ジ
タ
ル
化
の
助
成
制
度
…
平
成　
２２

年
１
月　

日（
金
）

１５

▼
受
信
障
害
施
設
デ
ジ
タ
ル
化
の

助
成
制
度
…　

月　

日（
月
）

１２

２８

申
請
先
／
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
（
京
都
デ
ジ
サ
ポ
）

■
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
愛
称：

デ
ジ
サ
ポ
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://digisupp

o.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

■
デ
ジ
サ
ポ
助
成
金
相
談
窓
口

（
℡
０
５
７
０
‐
０
９
３
‐
７
２
４
）

※
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ
な
が
ら
な

い
時
は
、
℡　

‐
５
６
２
３
‐

０３

３
１
２
１
ま
で
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
簡
易
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
無
償
給
付

　

総
務
省
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

が
全
額
免
除
さ
れ
て
い
る
人
で
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き

な
い
人
に
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信

用
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
５
７
０
‐　

‐
３
８
４
０
）

０３

ま
で
。

　

申
込
書
は
、
社
会
福
祉
課
社
会

福
祉
係
（
℡　

‐
７
０
１
７
）
ま

２４

た
は
、
各
支
所
の
相
談
窓
口
係
に

あ
り
ま
す
。

交
際
費
を
公
開
し
ま
す

計9月8月7月
金額（円）件金額（円）件金額（円）件金額（円）件
173,1501745,7506101,650825,7503弔慰金など

市 長
25,00045,000110,000110,0002祝金など
6,00016,00010000会費 
17,46420010,00017,4641その他
221,6142456,7508121,6501043,2146計
10,00020010,000200弔慰金など

議 長
255,00027220,0002220,000315,0002祝金など
11,00036,00015,000200会費 

00000000その他
276,00032226,0002335,000715,0002計
41,500420,750220,7502

‐‐
弔慰金など

教育長
000000祝金など
000000会費 
000000その他

41,500420,750220,750200計
5,0001

‐‐‐‐
5,0001弔慰金など

消防長
0000祝金など
0000会費 
0000その他

5,000100005,0001計

‐‐‐‐‐‐‐‐
弔慰金などガス水道

事   業
管理者

祝金など
会費 
その他

00000000計

‐‐‐‐‐‐‐‐
弔慰金など

病  院
事   業
管理者

祝金など
会費 
その他

00000000計

■
秘
書
広
報
課（

℡　

‐
７
０
３
２
）

２４

■
教
育
総
務
課（

℡　

‐
７
０
６
１
）

２４

■
ガ
ス
水
道
部
総
務
課

（
℡　

‐
６
５
０
３
）

２２

■
議
会
事
務
局（

℡　

‐
７
０
３
１
）

２４

■
消
防
本
部（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２４

■
市
民
病
院
総
務
課

（
℡　

‐
２
１
０
１
）

２２

　

市
長
、
議
長
、
教
育
長
、
消
防
長
、
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者
、
病
院

事
業
管
理
者
の
交
際
費
を
公
開
し
ま
す
。

　

交
際
費
と
は
、
市
を
代
表
し
て
の
外
部
交
渉
や
行
政
の
執
行
を
よ
り

円
滑
に
す
す
め
る
た
め
の
経
費
で
す
。

　

詳
細
は
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市
政
情
報
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
と
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
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１
日（
木
）福
知
山
駅
前

　

全
国
一
斉
の
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
の
初

日
、福
知
山
駅
前
で
街

頭
啓
発
を
し
た
。い
た

だ
い
た
募
金
は
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
地
域
の

福
祉
の
充
実
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
る
。助
け

合
い
、思
い
や
り
の
精

神
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

２
日（
金
）市
民
会
館

　

市
立
小
中
学
校
の
校
長
先
生
と

懇
談
し
た
。健
や
か
な
成
長
を
願
う

保
護
者
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、

日
々
新
鮮
な
気
持
ち
で
、愛
情
と
情

熱
を
も
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
指
導

に
あ
た
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
お
願

い
し
た
。

　

日（
土
）三
段
池
公
園
総
合
体
育

２４館
周
辺

　
「
福
知
山
産
業
フ
ェ
ア
」は
、商
・

工
・
農
業
機
関
の
情
報
交
換
・
異
業

種
交
流
の
場
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。社
会
経
済
情
勢
が
厳
し
い
が
、

北
近
畿
の
産
業
育
成
と
地
域
活
性

化
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
期
待
。

※市のホームページ（市長の部屋）で閲覧できます。

まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　毎年、１０月の 寒  露 の日に行っているこも
かん ろ

巻きを、今年は台風の影響で、１日遅れの
１０月９日に行いました。
　三段池の東側の約１００本の松に巻かれた
こもは、来年３月の 啓  蟄 のころに取り外さ

けい ちつ

れます。
　いよいよ、冬がやってきます。

また、来年が楽しみです

　三和荘周辺の施設で、「東部健康・スポー
ツ交流のつどい」を開催。
　グラウンド・ゴルフ、ゲートボール、ペタン
ク、ソフトテニス、ビーチボールバレー、
ウォーキングの６種目に参加したのは総勢
３７０人。試合中は、真剣な表情の参加者も、試
合が終われば、笑顔で交流。
　また、体内年齢測定、骨密度測定や血管年
齢測定も行われ、一喜一憂する参加者も。

冬の準備はこれでよし

スポーツの秋を満喫

東部健康・スポーツ交流のつどい

三段池公園の松のこも巻き 　
　野菜やくだもの、草木などの材料で作る
「つくりもん」は、今年も傑作そろいでした。
６つの作品は細かいところまで凝っていた
り、意外な材料で表現したり、訪れる人を
くぎ付けにしていました。
　毎年、それぞれに趣向を凝らした作品を
楽しみにリピーターも徐々に増えている
とか。

額田のダシ

10
9

10
4

10
10～11
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仕
事
一
筋
で
こ
ら
れ
た
人
に
、

今
ま
で
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
健
康
で
楽
し

く
生
き
生
き
と
過
ご
し
て
も
ら
お

う
と
開
催
し
ま
す
。

と
き

①　

月
１
日（
火
）

１２
②　

月　

日（
火
）

１２

２２

③
平
成　

年
１
月　

日（
火
）

２２

２６

④
平
成　

年
２
月　

日（
火
）

２２

２３

⑤
平
成　

年
３
月　

日（
金
）　　

２２

１２

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
３０と

こ
ろ
／
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
（
夜
久
野
町
下
町
）

対
象
／
男
性
市
民

内
容

①
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

②
・
④
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る

体
操

③
・
⑤
栄
養
士
の
話
・
調
理
実
習

費
用
／
無
料

定
員
／　

人
（
先
着
順
）

２０

申
込
方
法
／
電
話
で
西
部
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
１
２
３
４
）

３７

ま
で
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
よ
く
見
る

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

予
防
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。　

と
き

①　

月
９
日（
水
）

１２
②
平
成　

年
１
月　

日（
水
）

２２

１３

③
平
成　

年
２
月　

日（
水
）

２２

１０

④
平
成　

年
３
月　

日（
水
）

２２

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
３０と

こ
ろ
／
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
（
夜
久
野
町
下
町
）

内
容

①
健
康
チ
ェ
ッ
ク

②
・
④
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る

体
操

③
栄
養
士
の
話
・
調
理
実
習
（
お

い
し
い
ヘ
ル
シ
ー
レ
シ
ピ
）

費
用
／
無
料

定
員
／　

人
（
先
着
順
）

２０

申
込
方
法
／
電
話
で
西
部
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
１
２
３
４
）

３７

ま
で
。

対
象

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
新
た
に

２２

保
育
所
へ
入
所
を
希
望
す
る
児
童

入
所
資
格

　

小
学
校
就
学
前
の
児
童
で
、
保

護
者
や
同
居
の
親
族
が
仕
事
や
病

気
な
ど
の
理
由
で
昼
間
家
庭
で
保

育
で
き
な
い
場
合
。

※
就
学
前
教
育
や
集
団
生
活
に
慣

れ
さ
せ
る
目
的
で
の
入
所
は
で

き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　
　

月
１
日（
火
）〜　

日（
月
）

１２

１４

必
要
書
類

　

入
所
申
込
書
、
勤
務
証
明
書
な

ど
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
を
証
明

す
る
書
類

※
書
類
は
各
提
出
先
で
、　

月　
１１

２４

日（
火
）か
ら
配
付
し
ま
す
。

提
出
先

▼
子
育
て
支
援
課
子
育
て
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
６
６
）

２４

▼
各
支
所
窓
口
相
談
係

▼
各
保
育
所

※
現
在
入
所
中
の
人
は
、「
入
所
承

諾
期
間
等
確
認
書
」
に
必
要
書

類
を
添
付
し
保
育
所
ま
で
提
出
。

電話番号定員（人）所在地保育所（園）名電話番号定員（人）所在地保育所（園）名

22-3207200北本町二区小 鳩22-4653150新 庄修 斉

34-000760辻上 豊 冨33-272545勅 使天 津

36-065540雲 原龍 雲 寺35-001160三 俣上 六 人 部

22-520990堀 口さ く ら27-4654150長 田 段下 六 人 部

22-725090下 猪 崎ひ ま わ り33-310145野 花上 川 口

22-863790旭 が 丘み ど り33-305545鴨 野 町金 谷

23-0190120正 明 寺さ つ き58-220845菟 原 中菟 原

27-1507150前 田花 園58-300560千 束三 和

27-484090大 池 坂 町長 田 野58-288445川 合

23-120090新 庄一 成38-002445門 垣上 夜 久 野

27-433490土師新町東土 師37-012030高 内中 夜 久 野

27-669080駒 場 新 町光37-018945夜久野町下町下 夜 久 野

23-344560拝 師み の り―90河守区画整理
事 業 地 内（仮称）大江統合保育園

20-252260桔 梗 が 丘コ ス モ ス22-172390東 堀あ ゆ み

20-178090戸 田わ か ば22-328490南 栄 町福知山丹陽

※一覧は平成２１年１０月現在の状況です。

男
性
限
定
！

　

キ
ラ
キ
ラ
お
や
じ
教
室

食
べ
て
動
い
て

き
ら
き
ら
教
室

平
成　

年
度

２２

保
育
所
入
所
申
し
込
み

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

子
育
て
応
援
特
別
手
当（
平
成　

年
度
版
）は
、執
行
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２１

■
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係（
℡　

‐
７
０
１
１
）

２４

お

知

ら

せ
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福
知
山
環
境
会
議
で
は
、
子
ど

も
た
ち
に
自
然
環
境
に
つ
い
て
楽

し
く
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、「
エ
コ

バ
ス
ツ
ア
ー
２
０
０
９
」
を
実
施

し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
土
）

１１

２１

　

午
前
８
時
由
良
川
猪
崎
河
川
敷

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
合
し
、
バ
ス
で

移
動
。

　

午
後
５
時
ご
ろ
帰
福（
予
定
）

対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生

〜
中
学
生

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

募
集
人
数
／　

人
（
保
護
者
含
む
、

４０

先
着
順
）

内
容

▼
由
良
川
猪
崎
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
清
掃
活
動
（
ご
み
拾
い
）

▼
エ
ス
ペ
ッ
ク
神
戸
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン

タ
ー（
神
戸
市
）で
「
バ
ン
ビ
の
里
、

「
エ
ス
ペ
ッ
ク
の
森
」「
ソ
ー
ラ
ー

発
電
シ
ス
テ
ム
」
の
見
学

▼
兵
庫
県
立
「
人
と
自
然
の
博
物

館
」（
三
田
市
）
見
学

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
弁
当
、
飲

み
物
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
（
芝
生

広
場
で
昼
食
の
た
め
）

参
加
費

▼
大
人　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

▼
小
・
中
学
生　
　
　

１
２
０
円

※
日
帰
り
保
険
料
と
入
館
料

申
込
方
法
／　

月　

日（
金
）ま
で

１１

２０

に
電
話
で
、
福
知
山
環
境
会
議
事

務
局
（
環
境
パ
ー
ク
内　

℡　

‐
２２

１
８
２
７
）　

ま
で
。　 

　

世
界
ト
ッ
プ
水
準
の
モ
ノ
づ
く

り
技
術
や
環
境
へ
の
取
り
組
み
な

ど
を
紹
介
す
る
、
長
田
野
工
業
団

地
企
業
見
学
会
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。

と
き
／　

月
３
日（
木
）

１２

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

※
受
付
は
、
午
後
０
時　

分
〜
。

３０

と
こ
ろ
／
企
業
交
流
プ
ラ
ザ

（
長
田
野
町
）

見
学
先

▼
ヒ
エ
ン
電
工（
株
）長
田
野
工
場

（
船
舶
用
電
線
）

▼
日
本
製
紙
ク
レ
シ
ア（
株
）京
都

工
場
（
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
）

募
集
人
数
／　

人
３０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

参
加
料
／
無
料

申
込
方
法
／　

月　

日（
金
）ま
で

１１

２０

に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
は
が
き
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で（
社
）長
田
野
工
業
セ

ン
タ
ー
（
℡　

‐
２
０
０
２　
　

２７

　

‐
７
７
０
４　

〒
６
２
０
‐
０

２７８
５
３　

長
田
野
町
３
丁
目
１
番

地
１
）
ま
で
。

　

月　

日（
土
）　　
　
　
　
　
　

１１

１４

時
間
／
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

と
こ
ろ
／
京
都
創
成
大
学
４
号
館

（
西
小
谷
ケ
丘
）

テ
ー
マ

　

し
ゃ
べ
り
の
達
人
を
目
指
し
て

講
師
／ 
竹  
内  
淳 
さ
ん
（
京
都
創
成

た
け 
う
ち 
あ
つ
し

大
学
教
員
）

　

月　

日（
土
）　　
　
　
　
　
　

１１

２８

時
間
／
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

と
こ
ろ
／
京
都
創
成
大
学
４
号
館

（
西
小
谷
ケ
丘
）

テ
ー
マ

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
て
る

　

〜
読
書
の
楽
し
さ
を
通
し
て
〜

講
師
／ 
村  
上  
美  
智  
子 
さ
ん
（
成
美

む
ら 
か
み 

み 

ち 

こ

学
苑
理
事
）

定
員
／
各
１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
い
ず
れ
も
講
座
の
前

日
ま
で
に
、
京
都
創
成
大
学
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
創
成
市
民
大
学

係
（
℡　

‐
７
１
０
０
）
ま
で
。

２４

　

離
職
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
人

ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
人
を

対
象
に
、
６
カ
月
間
を
限
度
に
住

宅
手
当
を
支
給
し
、
就
労
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

住
宅
手
当
支
給
額

　

賃
貸
借
契
約
に
基
づ
く
家
賃
相

当
額
（
共
益
費
は
除
く
）
を
支
給

し
ま
す
。

※
上
限
は
、
４
万
９
７
０
０
円

住
宅
手
当
支
給
対
象
者

　

申
請
時
に
次
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
人
。

①
２
年
以
内
に
離
職
し
た
人

②
離
職
前
に
、
自
ら
の
労
働
に
よ

り
賃
金
を
得
て
、
主
と
し
て
世
帯

の
生
計
を
維
持
し
て
い
た
人

③
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の

意
欲
が
あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所

へ
求
職
申
し
込
み
を
す
る
人

④
住
宅
を
失
っ
て
い
る
人
ま
た
は

失
う
お
そ
れ
の
あ
る
人
（
失
う
お

そ
れ
の
あ
る
人
は
次
の
要
件
に
該

当
し
、
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
人
）

⑤
原
則
、
収
入
の
な
い
人
ま
た
は

本
人
、
も
し
く
は
本
人
と
同
居
の

親
族
の
月
収
の
合
計
が
次
の
金
額

以
下
の
人

▼
単
身
世
帯
／
８
万
４
０
０
０
円

▼
複
数
世
帯
／　

万
２
０
０
０
円

１７

⑥
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
居
の
親

族
の
預
貯
金
の
合
計
が
、
次
の
金

額
以
下
の
人

▼
単
身
世
帯
／　

万
円

５０

▼
複
数
世
帯
／
１
０
０
万
円

⑦
国
の
雇
用
施
策
に
よ
る
貸
付
ま

た
は
給
付
を
受
け
て
い
な
い
人

※
手
当
支
給
期
間
中
は
、
常
用
就

職
に
向
け
た
就
職
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

提
出
書
類

▼
住
宅
手
当
支
給
申
請
書

▼
離
職
関
係
書
類
な
ど
証
明
書
類

■
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
７
）

２４

大
学
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
公
開
講
座

「
エ
コ
バ
ス
ツ
ア
ー

 
２
０
０
９
」
参
加
者

長
田
野
工
業
団
地
企
業

見
学
会
参
加
者

住
宅
手
当
緊
急
特
別

措
置
事
業
を
創
設

１０月～

京
都
府
最
低
賃
金（
地
域
別
最
低
賃
金
）は
、

月

日
か
ら

円
引
き
上
げ
時
間
額
７
２
９
円
に
な
り
ま
し
た
。

１０

１７

１２

　

■
京
都
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室（
℡
０
７
５
‐
２
４
１
‐
３
２
１
５
）

京
都
府
最
低
賃
金
７
２
９
円
に
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母
子
家
庭
の
母
が
、
就
職
に
有

利
な
資
格
を
取
得
す
る
養
成
機
関

で
の
受
講
期
間
中
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
「
高
等
技
能
訓
練
促

進
給
付
金
事
業
」
の
支
給
額
や
支

給
対
象
期
間
な
ど
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

対
象

▼
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
、
ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準
に

あ
る
人

▼
養
成
機
関
な
ど
で
２
年
以
上
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
資
格 

取
得
が
見
込
ま
れ
る
人
な
ど

対
象
と
な
る
資
格

　

看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福

祉
士
、
保
育
士
な
ど

支
給
額（
最
高
額
）

▼
訓
練
促
進
費

　

月
額　

万
１
０
０
０
円

14

▼
修
了
一
時
金　

５
万
円

※
支
給
額
は
所
得
な
ど
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

支
給
対
象
期
間

　

修
業
期
間
の
全
期
間

※
申
請
日
以
後
の
月
分
を
支
給
し

ま
す
。

■
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
１
）

２４

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

～国保ひと口メモ～

国民健康保険出産育児一時金の
医療機関などへの直接支払制度
　まとまった出産費用がなくても安心
して出産できるように、医療保険者が医
療機関などに出産育児一時金を支払い、
出産費用に充てる直接支払制度が始ま
りました。
　これにより、被保険者などが医療機関
などの窓口で出産費用を支払う経済的
負担を軽減します。なお、出産予定の医
療機関などが直接支払制度に対応して
いない場合で、出産費用をあらかじめ用
意できないときには、出産費用の貸付制
度もありますのでご相談ください。
■保険課国保給付係（℡２４-７０１５）　

人権シリーズ 子どもの人権を守りましょう。１１月は児童虐待防止推進月間です

「しつけ」と「虐待」は違います。
　子どもに対する虐待による痛ましい事件が
後を絶たず、深刻な社会問題となっています。
多くの人は、子どもの『しつけ』に「たたく
こと」や「体罰」は必要ではないと思ってお
られます。しかし、中には「しつけ」と言い
訳をして、虐待を正当化する人もあります。
あなたはどちらですか。
『しつけ』に関する親へのアドバイス
①「子どもが悪いことをしたから、たたく」
は、単なる『恐怖心』を与えるだけで、教え
としては持続しません。
②親の表情や雰囲気だけで、気持ちは子ども
に伝わります。子どもに『なぜ悪いのか』を

考えさせることが肝心です。
③子どもには反抗期があります。親の言うと
おりにしないのが当たり前です。『自我の目覚
めと理解すること』が大切です。
④長い時間、子どもを静かにさせるのは無理
な話です。『短い時間しか持たないこと』を理
解することが大切です。
⑤外出の時などは、あらかじめ『静かにして
ね』と短く注意するなど、事前の準備が肝心
です。
⑥子育ては９割までが親の苦労の連続です。そ
うした 葛藤 があるから成長の喜びも大きいの

かっとう

です。
■子育て支援課子育て推進係（℡　２４‐７０６６）

オレンジリボンをご存知ですか。虐待防止のシンボルマークです

　子育てに対する不安や困難を解消するには、家庭で何が大切なのか、
親としてどうすべきかなどについて学びましょう。
とき／１１月２０日（金）午後７時～（開場　午後６時３０分）
ところ／市民会館３１号室（内記三丁目）
※保育ルーム有ります。希望される人は、１１月１６日（月）までに申し込んでください。
テーマ／ちょっと聞いて ･私の生きざま～親育ち ･子育ちに大切なもの～
講師／ 中  嶋  守 さん（社会福祉法人コスモス福祉会・コスモス保育園長）

なか じま まもる

■子育て支援課児童福祉係（℡２４-７０１１）

子育て講演会のお知らせ

入場
無料

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/
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月
は
「
毒
物
劇
物
危
害
防
止

１１
運
動
」
の
期
間
で
す
。

　

毒
物
や
劇
物
は
農
薬
・
燃
料
な

ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

吸
引
や
接
触
に
よ
っ
て
中
毒
に
な

る
な
ど
人
体
へ
の
影
響
が
強
い
た

め
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。
取
り
扱
い
を
間
違

え
る
と
重
大
な
被
害
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
正
し
く
使
用
・
保
管
管

理
・
廃
棄
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
使
用
方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
盗
難
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
鍵
の

か
か
る
専
用
の
し
っ
か
り
と
し
た

材
質
の
保
管
庫
に
入
れ
、
毒
物
や

劇
物
以
外
の
も
の
と
は
一
緒
に
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
容
器
、
保
管
場
所
に
は
「
医
薬

用
外
毒
物
」、「
医
薬
用
外
劇
物
」

と
表
示
し
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
食
物
の
容
器
に
は
、
絶
対
入

れ
替
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
間
違

え
て
飲
ん
で
し
ま
う
危
険
が
あ
り

ま
す
。

▼
廃
棄
は
決
め
ら
れ
た
方
法
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

▼
常
に
在
庫
を
確
認
し
、
万
が
一

盗
難
・
紛
失
し
た
場
合
は
す
ぐ
に

警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

▼
毒
物
や
劇
物
を
飛
散
、
流
出
な

ど
さ
せ
た
場
合
で
、
ほ
か
の
人
に

 
Ｑ  
汚
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
不

燃
に
す
る
と
、
燃
や
さ
な
い
ご
み

が
た
く
さ
ん
溜
ま
っ
て
し
ま
う
の

で
、
月
に
１
回
で
は
な
く
、
月
に

２
回
の
収
集
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

 
Ａ 
市
で
は
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
で
洗
っ
て
も
汚
れ
の
と
れ

な
い
も
の
に
限
っ
て
、
や
む
を
得

ず
燃
や
さ
な
い
ご
み
で
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
ご
質
問
に
あ
る
よ
う

に
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
の
収
集
日

を
増
や
す
と
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
し
て
再
資
源
化
で
き
る

も
の
も
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
で
出 

危
害
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
時
は

す
ぐ
に
保
健
所
・
警
察
署
ま
た
は

消
防
機
関
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

■
京
都
府
中
丹
西
保
健
所
環
境
衛

生
室
（
℡　

‐
６
３
８
２
）

２２

し
や
す
く
な
り
、
限
り
あ
る
埋
立

処
分
場
が
す
ぐ
に
埋
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
燃
や
す
ご
み
が

週
２
回
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
週
１
回
の
収
集
に
加
え
、
資

源
ご
み
収
集
な
ど
も
あ
り
、
過
密

し
た
収
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、

更
に
燃
や
さ
な
い
ご
み
の
収
集
回

数
を
追
加
す
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん

に
定
着
し
て
い
る
収
集
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
変
更
す
る
事
に
よ
る

影
響
や
、
経
費
へ
の
影
響
を
考
慮

す
る
と
、
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
再
資
源
化
の
目

的
を
十
分
に
理
解
を
し
て
い
た
だ

き
、
分
別
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
環
境
政
策
室（

℡　

‐
１
８
２
７
）

２２

毒
物
劇
物
は
正
し
い

使
用
・
保
管
・
廃
棄
を
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声 声 

カンちゃん　市のごみの
袋の種類が変わった
んか？

ビンちゃん　うん。今年
の５月から「容器包装
プラスチック専用指定
袋」ができたんやで。

カンちゃん　前は「燃やすごみ専用指定袋」
と「燃やさないごみ専用指定袋・プラス
チック製容器包装類」の２種類やったなあ。

ビンちゃん　そやで。前は２種類やったけど、
３種類になったんや。

カンちゃん　なんで、１種類多くなったんや。
ビンちゃん　容器包装プラスチック専用袋を
新しく作って、わかりやすいようにしたん
や。

カンちゃん　ふうん。そらええなあ。
ビンちゃん　けどな、その容器包装プラ専用
指定袋にな、燃やすごみや燃やさないごみ

を入れて出てることがあるんや。 
カンちゃん　それはあかんやんな。
ビンちゃん　そやで。もし間違えて出してい
たら置いていかれるで。

カンちゃん　でもな、まだ前の青色の、燃や
さない・プラスチック専用指定袋が家にた
くさんあるんやけどなあ。

ビンちゃん　まだ前の青い指定袋がある場合
は、その青い指定袋に容器包装プラを入れ
て、容器包装プラスチックの収集日に出し
ても収集してくれるみたいやで。

カンちゃん　そらええなあ。
ビンちゃん　カンちゃんも、容器包装プラス
チックを出すときは気をつけてや。

カンちゃん　そうか。了解！
■環境政策室（℡　２２‐１８２７）

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】
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次
の
よ
う
な
場
合
は
、
年
の
途

中
で
あ
な
た
の
住
民
税
が
年
金
か

ら
引
き
落
と
し
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
該
当
す
る
人
に
は
お
知
ら

せ
し
、
残
り
の
税
額
は
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
所
得
の
修
正
申
告
な
ど
で
、
公

的
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
税

額
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
。

▼
市
外
へ
引
っ
越
し
た
場
合
。

■
税
務
課
市
民
税
係

（
℡　

‐
７
０
２
４
）

２４

〜
支
え
た
い　

笑
顔
が
戻
る

　

そ
の
日
ま
で
〜

　

京
都
府
で
は
、犯
罪
に
遭
わ
れ

た
人
や
、そ
の
家
族
な
ど
か
ら
の

相
談
を
受
け
る
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

窓
口
で
は
必
要
に
応
じ
て
、犯
罪

被
害
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
話
を
聞
く
な
ど
、支
援
機
関
へ
の

橋
渡
し
や
手
助
け
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、秘
密
は
守
り
ま

す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
犯
罪
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

専
用
電
話

℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
５
７
０
０

受
付
／
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分（
年
末
年

３０

１５

始
・
祝
日
を
除
く
）

■
京
都
府
犯
罪
被
害
者
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
事
務
局
（
京
都
府
安
心
・

安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内　

℡

０
７
５
‐
４
１
４
‐
５
０
７
９
）

■
生
活
交
通
課
住
民
生
活
係

（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

と
き
・
と
こ
ろ

①　

月　

日（
日
）

１１

１５

　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

プ
ラ
ン
ト
‐
３
福
知
山
店

（
多
保
市
）

②　

月　

日（
日
）

１１

２９

　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店
（
岩
井
）

※
全
会
場
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み

※
日
程
・
会
場
は
、変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。京
都
府
福
知

山
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
（
℡

　

‐
６
６
３
０
）
に
お
問
い
合

２７わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
市
献
血
推
進
協
議
会
（
健
康
推

進
室　

℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

と
き
・
と
こ
ろ

▼　

月　

日（
火
）

１１

１７

　

三
和
支
所（
千
束
）

▼　

月　

日（
水
）

１１

１８

　

大
江
支
所（
中
央
）

▼　

月　

日（
金
）

１１

２０

　

夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
夜
久
野
町
下
町
）

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
４

３０

時　

分
３０

※
電
話
で
の
相
談
も
、随
時
消
防

署
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
な
ど
で
、

取
り
付
け
に
お
困
り
の
時
は
、

「
取
り
付
け
お
助
け
隊
」が
伺
い

ま
す
。ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係

（
℡　

‐
５
１
１
９
） 

２３

 

　

共
に
幸
せ
を
生
き
る
ま
ち
づ
く

り
人
権
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
課
人
権
教
育
係

（
℡　

‐
７
０
６
５
）

２４

　　　　■生活交通課交通対策係（℡  ２４‐７０２０）

共に幸せを生きるまちづくり人権講座
講　　師演　　題ところと　き

 幸  田  英  二 さん（人権ワーク
こう だ えい じ

ショップ研究会代表）
子どもの心をはぐくむコミュニ
ケーション法美河小学校（中央）１２月３日（木）

午後２時４０分～

 陳  曼  麗 さん
チェン マン リ

（二胡奏者）
中国文化にふれる精華小学校

（板生上町）
１２月５日（土）
午前１０時４５分～

 栗  木  剛 さん
くり き つよし

（ｍｏｔｔｏひょうご事務局長）
親の気持ちが分からない子ども・
子どもの気持ちが分からない親遷喬小学校（石原）１２月５日（土）

午前１０時５０分～

 寺  谷  一  紀 さん
てら たに いち き

（アナウンサー）
こころをゆたかにし“ひとりひとり”のいのち、
じんけんの大切さを感じる読み聞かせ

惇明小学校
（内記五丁目）

１２月５日（土）
午後２時～

 中  田  達  也 さん
なか た たつ やともに暮らしやすい社会のた

めに
三岳小学校

（一ノ宮）
１２月５日（土）
午後２時４５分～

 栗  木  剛 さん
くり き つよし

（ｍｏｔｔｏひょうご事務局長）
子育て・まちづくり（仮）修斉小学校（半田）１２月９日（水）

午後２時３０分～

 岸  上  稔 さん・ 岸  上  昌  広 さん
きし がみ みのる きし がみ まさ ひろこころぽかぽか

お話とピアノコンサート
大江地域公民館

（中央）
１２月１２日（土）
午後１時３０分～

 久  保 ますみさん（（財）関西盲
く ぼ

導犬協会広報担当）
盲導犬への理解公誠小学校・北陵中学校

（天座二区）
１２月１３日（日）
午後２時１０分～

 石  田  卓 さん
いし だ たかし

（生涯学習インストラクター）
共に紅春を生きる夜久野ふれあいプラザ

（夜久野町下町）
１２月１７日（木）
午後１時３０分～

　

／　

〜　

／
１

１１

２５

１２

　

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

　

月
の
献
血

１１骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会

市
中
パ
レ
ー
ド　

と
き
／　

月　

日（
土
）午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分　

と
こ
ろ
／
広
小
路
通
り　

■
陸
上
自
衛
隊
福
知
山
駐
屯
地
広
報
室

１１

２８

５５

３５

記
念
式
典（
一
般
開
放
）　

と
き
／　

月　

日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

と
こ
ろ
／
福
知
山
訓
練
場
・
駐
屯
地
内　
　
　
（
℡　

‐
４
１
４
１
）

１１

２９

２２

陸
上
自
衛
隊
福
知
山
駐
屯
地

創
立　

周
年
記
念
行
事

５９

住
民
税
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/
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生涯学習フェスティバル2009 in ふくちやま 

入場無料 

１２月５日（土） 

　生涯学習への意欲と人権尊重の意識を高めるために、「生涯学習フェスティバル２００９ 
in ふくちやま」を開催します。 
※駐車場は、勤労青少年ホーム前をご利用ください。 
■生涯学習課社会教育係（℡２４‐７０６４） 

オリジナルエコバッグコーナー 
　午前９時３０分～午後５時 
　市民会館３６号室（内記三丁目） 
　※限定２５０個 
薬物乱用防止啓発キャラバンカー 
　午前１０時～午後４時 
　市民会館２階入口付近（内記三丁目） 
音楽発表会 
　午後１時～４時 
　市民会館４階ホール（内記三丁目） 
勤労青少年ホームのつどい 
　午後６時～８時３０分 
　勤労青少年ホーム（岡ノ二町） 

第４回　丹波漆シンポジウム 
１２月１９日（土）午後１時～５時 
夜久野ふれあいプラザ（夜久野町下町） 
　作品展示 
　基調講演　午後２時～ 
　テーマ 
　「国宝・重要文化財建造 
　　物の漆塗りについて」 
　講師／澤野道玄さん 
　　　　（社寺建造物美術協議会会長） 

鬼シンポジウム in ふくちやま２００９ 

図書館冬のおはなし会スペシャル 詳細は、１１月１５日号でお知らせします。 

１２月５日（土）～６日（日） 
午前９時３０分～午後５時（６日は午後３時３０分まで）　市民会館（内記三丁目） 
　生涯学習コーナー　　文化財コーナー　　ニュースポーツコーナー　　人権コーナー 
　食べ物コーナー 

１２月６日（日） 

生涯学習マスコット 
「マナビィ」 

おたのしみ映画会 
　午前１０時～１１時３０分 
　市民会館４階ホール 
　「アイスエイジ３」 
　　～ティラノのおとしもの～ 
生涯学習推進市民大会 
第３１回人権を考える市民のつどい 

　午後１時３０分～３時３０分 
　市民会館４階ホール 
　テーマ 
　「ひとつしかない命  
　　　～１リットルの涙～」 
　講師／木藤潮香さん 

　　　　（「１リットルの涙」著者の母） 

１２月１９日（土）午後１時～５時 
夜久野ふれあいプラザ（夜久野町下町） 
　作品展示 
　基調講演　午後２時～ 
　テーマ 
　「国宝・重要文化財建造 
　　物の漆塗りについて」 
　講師／澤野道玄さん 
　　　　（社寺建造物美術協議会会長） 

１２月１３日（日）午後１時～５時 
ホテルロイヤルヒル福知山（土師） 
　講演 
　演題／日本の民俗信仰と鬼 
　講師／八木透さん 
　　　　（佛教大学文学部教授） 
　鬼の芸能 
　陸上自衛隊福知山駐屯地隊員 
　による酒呑太鼓の演奏 

き とう しお か 

や ぎ とおる 

さわ の どう げん 

さ の よう いち ろう 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

失明予防講演会 
　視覚に障害がある人もない人も、ご参加ください。 
とき／１１月２７日（金）午後１時３０分～４時 
ところ／総合福祉会館（内記二丁目） 
講演／眼の病気とその予防 
講師／佐野洋一郎さん（佐野眼科診療所） 
視覚障害者向け用具の展示・説明（㈱アイベル・ロー
ビジョンケア） 
■社会福祉課社会福祉係（℡ ２４-７０１７） 

無  料 夜久野農林商工祭 
とき／１１月１５日（日） 
　　　午前１０時～午後３時 
ところ／道の駅「農匠の郷やくの」 

（平野） 
内容／特産物展示販売、各種模擬店、
もの作り体験コーナーやＵＦＯ風船プ
レゼント 
■夜久野農林商工祭実行委員会事務局 
　（夜久野支所内　℡ ３７-１１０３） 

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】



でかけてみよう ふくちやま でかけてみよう ふくちやま でかけてみよう ふくちやま 
～福知山親名山１０選 ⑩～ 
皆さんに親しまれ、魅力ある山を「親名山１０選」として選び、 
観光ＰＲなどにも活用しています。 

広報ふくちやま ●発行／福知山市　●編集／秘書広報課　※「広報ふくちやま」の表記は、新聞表記基準に準じています。
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回　

月　

日
号
は
、　

月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１１

１５

１１

１９

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
秘
書
広
報
課
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya

m
a
.kyo

to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
倉
山
（
５
４
８
㍍
）
は
、

三
和
町
菟
原
下
・
田
ノ
谷
と
兵

庫
県
篠
山
市
（
旧
西
紀
町
）
の

境
に
あ
る
山
で
す
。
な
だ
ら
か

な
山
頂
部
が
、
西
側
で
急
角
度

に
落
ち
る
独
特
の
山
容
を
見
せ

ま
す
。
三
和
地
域
を
代
表
す
る

山
で
、
毎
年
、
１
月
２
日
新
春

鹿
倉
登
山
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
道
９
号
を
京
都
へ
向
か
う

と
き
、
菟
原
下
に
さ
し
か
か
る

と
、
右
手
に
見
え
て
き
ま
す
。

土
師
川
に
か
か
る 
轟 
大
橋
を

と
ど
ろ
き

渡
り
、
菟
原
下
二
の
集
落
か
ら

林
道
入
り
、
山
間
部
に
入
る
と

こ
ろ
に
道
標
や
案
内
板
が
立
っ

て
い
ま
す
。
大
き
な
カ
ー
ブ
の

と
こ
ろ
が
深
山
橋（
深
山
出
合
）、

こ
こ
が
登
山
口
で
、
こ
こ
ま
で

車
で
入
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
山

頂
へ
向
か
う
２
つ
の
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
菟
原
か
ら
の

コ
ー
ス
の
ほ
か
、
中
出
の
横
谷

か
ら
の
コ
ー
ス
、
そ
れ
に
篠
山

市
（
旧
西
紀
町
）
か
ら
の
コ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　

頂
上
近
く
に
、
烏
帽
子
岩
、

天
狗
岩
と
い
う
奇
岩
が
あ
り
、

こ
の
ほ
か
に
小

さ
な
お
宮
も
あ

り
ま
す
。
す
ぐ

近
く
に
は
３
５

０
年
前
に
発
見

さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
伝
説
の
名

水
「
轟
の
水
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
鹿
倉
山
は
古
い
歴
史
を

と
ど
め
て
お
り
、
か
つ
て
天
台

宗
、
鹿
倉
山
太
平
寺
と
い
う
寺

が
あ
り
、
近
辺
に
末
寺
が
軒
を

並
べ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
鹿
倉
山
の
名
の
由
来
に
つ

い
て
は
、
こ
の
山
の
周
り
に
桑

原
、
田
ノ
谷
、
中
出
、
菟
原
の

４
つ
の
村
が
あ
り
、 
四  
ケ  
村  
山 

し 

か 

む
ら 
や
ま

か
ら
き
た
と
い
う
説
も
あ
る
よ

う
で
す
が
、「
丹
波
志
」
に
は
、

大
昔
、
こ
こ
に
鹿
ノ
倉
、
小
ノ

倉
、
猪
ノ
倉
と
い
う
３
つ
の
倉

（ 
屯  
倉 
＝
古
代
・
朝
廷
の
直
轄

み 

や
け

地
）
が
あ
っ
た
と
伝
え
る
と
あ

り
ま
す
。

　

山
頂
か
ら
の
眺
め
は
抜
群
、

 
三  
峠  
山 
、
長

み 

と
け 
や
ま

老
ケ
岳
な
ど

口
丹
波
の

山
々
や
、
大

江
山
連
峰
、

烏
ケ
岳
、
三

岳
山
、
福
知

山
市
街
や
長

田
野
工
業
団

地
、
多
紀
連

山
が
一
望
で

き
ま
す
。

N

S

烏帽子山 
［512.5 ］ メー 

トル 

新庄 

山下古墳群 

歩行困難 
田ノ谷 
浄水場 

府道
 

中山
綾部

線 

横谷林道 

八幡宮 

至丹波市 

至国道9号 

轟水 

至篠山市 

太平寺跡 

鉤掛地蔵 
熊野権現 
神社 

天狗岩 

烏帽子岩 

府
道 

本
郷
辻
線 

烏帽子山古城跡 

至丹波市青垣町 
R429

興雲寺 

中出 

菟原下二 

田ノ谷 

卍 

→
 

鹿倉山［548.0 ］ 至丹波市 

至篠山市 

鉤掛地蔵 

烏帽子岩 

※９月１０日～１１月１５日の松茸シーズンは 
　入山しないでください。 

車両通行可 
車両通行不可 

→
 

→
 → 鹿倉山［548.0 ］ メー 

トル 

しか くら が やま 

鹿 倉 山  
 

　平成１５年４月に設立し、今年６年目を迎えました。現
在２８人で活動中です。
　その活動内容は、月２回の４カ月児健診のときに赤
ちゃんとお母さんに読み聞かせをしています。本を読
むことが目的ではなく、赤ちゃんもお母さんもゆっく
りした時間を過ごしてもらうことに心がけています。
　毎回、赤ちゃんの反応には驚いています。生後４カ月
では、本なんて読んでもわからないと思ってしまいま
すが、赤ちゃんはちゃんと反応してくれます。このブッ
クスタートの活動が、絵本とのつながりを持つよい
きっかけとなっています。それだけでなく、お母さん
たち同士もつながるきっかけづくりとなっています。
最近は、この活動も皆さんに浸透してきて、理解をし
てもらっています。
　「４カ月健診の後の、この読み聞かせが楽しみだった
んです」と声をかけてくださる人もあり、大変うれし
い気持ちでいっぱいです。最近は、お母さんと赤ちゃ
んだけでなく、お父さんも一緒に参加されることが増えてきました。
　これからも、絵本を通して、赤ちゃんもお母さんもお父さんもみんなが優しさと温もりの時間を大
切にできるよう活動していきます。

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

いないいないばあ 
やす ぎ 

ブックスタートボランティア 

菟原下から撮影

　鹿倉山山頂
↓


